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第127回　1987年5月20日

　r借用語彙の研究について』

　　一ドイツ語史を中心に一」

飯嶋一泰

　語彙の領域における借用，とりわけ意味借

用と，借用形成の諸形式を，ドイッ語学・ゲ

ルマン語学の分野での近年の研究成果をふま

えて，分類・整理した。r言語文化』第24号

に掲載された研究ノートr語彙借用の分類お

よぴ術語にっいて」は，この発表原稿に補

足・訂正を加えたものであるので，そちらを

参照されたい。

第128回　1987年6月24日

　　マリー・アントワネットの伝記

井上修一

　1770年，オーストリアの皇女マリー・ア

ントワネットはわずか14歳で後のフランス

王ルイ16世のもとに嫁がされる。このとき

ルイ16世も15歳にすぎなかった。幼くして

ハープスブルク家の政略結婚の犠牲になった

かの女は，それから23年後の1793年，今度

はフランス革命の犠牲になって断頭台に消え

る。’歴史上悲劇の主人公は多いが，かの女の

生涯ほど波乱に富んだものも少ない。そのた

めか，昔から多くの文学者たちがかの女の伝

記に挑戦している。

　しかしかの女の人物像の解明に必要な資料

の発堀が遅れたため，書かれた年代によって

伝記の内容にかなり距りがある。そこで資料

の発掘の順序を追いながら，時代とともにか

の女の伝記の内容がどのように変遷してきた

かを探ってみた。

　フランス革命直後に出たかの女の伝記の多

くは，なんらかの面で生前のかの女を直接知

る人々によって書かれている。したがってエ

ピソードなど生々としていて面白いが，著者

たちが革命を遂行した側に立って書いている

ため，王妃たるかの女はよく言われていない。

　ところが革命の波が鎮まると様子が変わっ

てくる。そして王朝が復活した1814年以降

になると，今度は逆に殉難の王妃として讃え

られ英雄視される。しかしこのどちらもかの

女の真の姿を伝えてはいない。

　19世紀中葉になるとベラニやゴンクール

兄弟による本格的なマリー・アントワネット

伝が現われた。いずれも今述ぺたものとは違

って文学性が高く，マリー・アントワネット

の特異な性格の心理分析がひとつのテーマに

なっている。しかし資料が増えた現在からみ

ると，その心理分析には物足りなさがある。

たとえぱゴンクール兄弟のものは，ヴェルサ

イユにおけるマリー・アントワネットのさま

ざまな常軌を逸した行動の心因の追求を半ば

あきらめてしまっている。

　ところが1864年にアルフレート・アルネ

トがウィーンの宮廷の私文庫の中で，マリ

ー・ ントワネットが結婚直後からマリー

ア・テレージアと交わしていた10年に及ぶ

秘密往復書簡の束を発見してから事情が変わ

ってきた。この母と娘の往復書簡には子宝に

恵まれず世継ぎの君が生めないことから自暴

自棄になって行くかの女の心の変化が，綿々

と綴られていたからである。アルネトはこの

往復書簡集を公刊した。

　したがって1892年に出版されたマキシム・

ド・ラ・・シュトリーによる伝記などでは，

かの女がどんなに子供を欲しがっていたかが
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強調されている。

　ところが1931年になると，さらに事情が

変わってきた。伝記を書こうとしたシュテフ

ァン・ッヴァイクがアルネトの公刊した往復

書簡集とウィーンの国立古文書館に保管され

ている書簡のオリジナルを読み比べ，公刊さ

れたものには沢山の伏せられた箇所があるこ

とを発見したからである。伏せられた部分は

量も多く，内容からいっても往復書簡でいち

ばん重要な部分であった。それによるとかの

女の不妊は，夫のルイ16世の側に問題があ

ったことがわかる。

　話は微妙だから詳細は省くが，二人は結婚

後7年間にわたって肉体的結合が不可能に終

わっていたのである。

　これを知ったッヴァイクはヴェルサイユに

おけるマリー・アントワネットの常軌を逸し

た行動のすべての心因を，夫から然かるべき

愛を受けなかったことに求めた。・シュトリ

ーがかの女の母性に焦点を当てたとすれば，

ツヴァイクはかの女の性に焦点を当てたので

ある。

　これはマリー・アントワネットの伝記の歴

史において新しい視点であった。しかしッヴ

ァイクはその点を強調しすぎた嫌いがある。

当時流行したフ・イト流の心理分析に偏りす

ぎたと言えよう。マリー・アントワネットの

伝記としてはいちばん新しい1957年のアン

ドレ・カストロのものは，その反省からか，

心理分析が後退し，資料に直接語らせる客観

性重視の方向に転じている。

第129回　1987年10月21日

　　『ユリシーズ』における

　　　死と再生のカーニヴァノレ

金井嘉彦

ジェイムズ・ジョイスの『ユリシーズ』に

描かれる世界は，不毛である。ブルームは性

的不毛に，スティーヴンは文学的不毛に悩ん

でいる。ダブリンは，長い早に喘いでいる。

この不毛の世界を，どのようにしたら実り多

い世界へと転化できるかが，この小説の大き

なテーマであると言ってよい。

　この転化は，バフチーンが示すような，カ

ーニヴァル的な死と再生の儀式によってなさ

れる。その形態は様々で，格下げ，打郷，パ

・ディー，罵言，饗宴，姦通，肉体的下層へ

の言及などが挙げられている。

　『ユリシーズ』においては，文体の動きが，

この絡下げを行うとともに，記録している。

スティーヴンとブルームは，下へと向かう動

きに導かれて，最下層部，すなわち，地獄へ

連れていかれる。二人は，打郷を受け，改新

される。二人の再生は，互いの中に父と子の

姿を認め，カーニヴァル的な生の連続性を見

出すときに与えられることになる。

　この発表をもとに，加筆・修正したものを

同名の題のもとにまとめたので，詳しくはそ

ちらを見ていただければ幸いである。

第130回1987年11月18日
　　　　『群集の人』試論

高沢　治

　E・A・ポーは，文学史の中で様々な裁断

的評価を受けてきた。日くrゴシック・マン

スの後継者」であり，rサンボリストの先駆

け」であり，またr探偵小説の始祖」である

と。その中で，彼の『群集の人』は，現代の

r群集の中の孤独」というテーマを先取りし

たものである，という評価は誰もが首肯でき

る妥当なものであり，ディケンズ，ワーズワ

ース，　ドゥ。クインシー，ポー，ボードレー

ル，そしてジョイスと連なるr都市彷裡文

学」の系譜の中で，この作品の定位は確かな
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ものに思える。

　しかし，同時にまた，この作品は，他のポ

ー作品の多くと同じテーマを扱い，それ故ポ

ーのオブセッションのひとつの変奏であるこ

とも確かであり，その言わばrポー的意匠」

の中で眺めた揚合，r都市彷復文学」として

眺めた揚合とはまた違ったモラルが読み取れ

るのである。

　r人には決して他人に話せず墓場に持って

行く秘密がある」という口上でこの作品は始

まる。秋の夕ぺ，語り手のr私」は，病み上

がりのため感覚が鋭敏になった状態で，・ン

ドンのコーヒーシ日ップから店内の客や通行

人の観察をしている。夜更けと共に路上観察

の興味は増し，r私」はそのうち，一人の老

人に興味を強く覚え，その来歴を探りたいと

いう衝動に駆られ，尾行を始める。老人は，

驚いたことに，ただ人混みの中を歩き回るだ

けで，人通りが途絶えると苦痛の表情を見せ，

更なる人混みを求め，貧民街や酔漢の集まる

店へと彷復し，朝になると再ぴ雑踏を行きっ

戻りつ始める。疲れ切ったr私」はついに老

人の真正面に立ちはだかり，老人がrうかが

い知れぬ犯罪の象徴，悪鬼」であり，独りで

いることに耐えられないr群集の人」である

と悟る。

　以上が粗筋であるが，ここからでも容易に

次の2点が，他の多くのポー作品と共通の筋

立てとして挙げられる。1つは，主人公の感

覚の鋭敏さ（『アッシャー家の崩壊』の・デ

リック・アッシャーが好例）であり，もう1

っは，物語の最後に置かれたconfrontation，

対峙のシーン（『ウィリアム・ウィルソン』

では自分の分身とであり，r赤死病の仮面』

では赤死病の犠牲者の扮装をした侵入者とで

あった）である。

　この2点に注目して，rポー的意匠」を念

頭に置きながら眺めると，従来のr都市彷径
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文学」という捉え方は，やや一方的に老人の

側に焦点を片寄らせ，ポー作品の解釈で常に

問題となるr語り手の態度」を無視し，語り

手を，何の偏向も持たない，読者との仲介者

と考える前提の上に立っていることがわか

る（注）o

　語り手の偏向を考慮すると，最後の対峙以

上にcritica1（語の2重の意味で）なのが，

語り手によって最初に老人の存在が認められ

る瞬間である。この時，ガス灯がっいている

とは言え，外は暗く，ポーはその形容にebon－

y（黒檀）という語を使っている。この語は

ivoryやmarble等と共に，ポーが好んで比

喩に用いるものだが，これらの物質は共通し

て，反映によりr深さ」を感じさせるという

属性，アッシャー館の前の黒い沼によって代

表される淀んだ水の表面と同じ属性，を持っ

ている。ガストン・バシュラールは『水と

夢』の中で，ポー作品を支配する中心的物質

は水であり，そのr重い水」の中には死体が

呑み込まれている，と述べている。っまりは，

水のウロボ・ス的側面を強調しているのだが，

確かに，ポーの作品群において，水は最終的

にはウ・ボ・ス的性格を露わにして，主人公

の乗った船を呑み込み，樽を呑み込み，アッ

シャー館を呑み込むものの，その前の段階で

はゲル状に膠化して主人公を閉じこめるので

ある。ebonyは，その膠化した水に使われて

いる比喩である。r私」が老人の姿を最初に

認めた瞬間は，物質の相が変化した瞬間であ

り，それ故critical　r臨界的」なのである。

　しかしまたこの瞬間は，別の意味でcriti－

cal　r危機的」でもある。なぜなら，アッシャ

ー館の前の沼がアッシャー館の似姿を映し出

す鏡となったように，他の作品との類縁を突

きつめれぱ，夜の闇を背景にした窓ガラスに

映る姿は自分自身の姿に違いないからである。

ここに至って，この作品は他の多くのポー作

品と同様に，ナルシスの物語の語り直しとな
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る。膠化した水は，主人公を物理的に閉じ込

めるだけでなく，その反映によって，主人公

を自意識の世界に閉じ込めてしまい，自己を

他者として認識せざるを得ない状況に追い込

む。このような状況では，他者は存在せず，

他者として認識されるのは，反映によって増

殖した自己のダブルであるからだ。

　『ウィリアム。ウィルソン』の有名なダブ

ルを初めとしてポー作品には様々なダブルが

現われるが，『群集の人』でも語り手と老人

とは，見る，見られるという相補的な，そし

てそのために自己完結した関係を作り出して

いる。そして結末で語り手が得る認識とは究

極の自己認識に他ならない。自己を犯人にな

ぞらえることを推理の基本とするオーギュ

スト・デュパンは，犯人にっいて語る時，当

然自己にっいて語ることになるが，この再帰

的アイ・二一を考えると，『群集の人』は，

他の都市彷裡文学のどんなものよりも，他の

ポー作品に似ているように思える。確かに，

筋立ての細部を考えるとこじっけの度合いが

強いとは思うが，後発的な文学上のジャンル

の囲い込みを受けて，ポー作品全体をカバー

する大きな意匠から切り離され，やや突出し

た調子で論じられてきた感のあるこの作晶を，

他のポー作品との類縁を切り口にして論じて

見たいという欲求は，私にとって抵抗し難い

ものであった。

　（本稿は，1987年11月の語研例会での報

告に手を加えたものです）

（注）　ポー作品に登揚する語り手の態度の

疑わしさを論じたものとしては，James

W．GarganQの“The　guestion　of　Poeンs

　Narrators”（RRegen編によるPoθ’

　オCo漉漉0η0∫Cγ魏砿J　E5Sαy5に収録）

　が興味深い。

第131回1987年12月16日
　　「ローベルト・ムシルについて」

加藤二郎

　20歳前後の若いムシルの自画像と見て差

し支えのない『生態解剖氏』の主人公は，

r私の人生一20世紀初頭の生態解剖者の冒

険と彷裡。生体解剖氏とは一おそらく，来

るぺき頭脳人のタイプ」と記している。冒険

とは，果敢な実験的態度と言ってよく，彷径

とは，r人は迷いながら前進するものだ」と

いうムシルのactivでpass玉vな人生観に置

き換えることができる。この作品で注目すべ

きは，軍人志望をやめて工大の機械工学科に

籍を置きながら，文学を志し始めたムシルが，

昼間のいわゆる正常な意識状態とは別の状態

に夜入り，そこで斬新でユニークな思考が生

まれるのを知って驚き歓喜しながらも，その

異常さに恐れをいだき，絶えずこれに批判を

加えながらも，この世界を手放さない態度で

ある。来るぺき頭脳人のタイプの，魂を冷静

果敢に生体解剖する科学者的姿勢と言える・

この姿勢を維持して，この世界の建立に，つ

まりやがては『特性のない男』となるべき作

品に，没頭している成熟した46歳のムシル

の像を，彼の同時代人の0．瓢フォンター

ナが描いている。

　『黒つぐみ』の主人公で，ムシルの分身と

もいうべきA2の像，ムシルの32歳頃を想

像させる『特性のない男』の主人公ウルリヒ

が警察で人相書を取られている間に，これに

対抗するようにして彼が心に描き出す自画像

から，共通項として浮かぴ出るものは，先ず

均整のとれた体麺，全身に無駄なく編みこま

れている強靭な筋肉とそのカの使用，r現実

を廃止せよ」と主張するほどの冒険的で強烈

な可能性思考の強調である。以上を男性的性
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格づけとすれぱ，これと対立する女性的なる

ものの強調が他方でなされる。『黒つぐみ』

では，A2の男性的性格づけの後で，唐突な

言葉遣いで読者を驚かして，逆に読者の脳裏

に留めるといった暗示的手法で，r神秘のや

さしい心」（SanftmutderMystik）なる言

葉が置かれ，これがA2に内在しているこ

とが示唆される。そして実はこれがいわば地

下発電装置となって，その後のA2を，つ

まりこの短編を，動かすことになるのである。

また『特性のない男』のウルリヒが描く自画

像では，大げさなほど自分の男性面を誇示し

た後で，rだがその反対に，心を動かされるよ

うな本を読んだり，あるいは，故郷を追われ

た大いなる愛（die　heimatlose　groβeLiebe）

一そんな愛がこの世にあるなんて彼には全

然理解できないことだったが　　の、良、吹に触

れられたりすると，たちまちにして彼は水中

に浮かぶクラゲのように，細まり，やさしく

なり，奥深く内面的になり，柔かになるのだ

った」と，古今東西のMystikerたちが遺し

たr純正な文章」を読んだり，あるいは，故

郷（楽園）に帰ることができればその、自、吹に

あまねく浸されるであろう，主客合一の，万

物斉同の広大無辺の愛の状態にふと参入した

りした時の，男性的な暴力や固さが消える自

分の姿を，披れきしている。A2が内なるr神

秘のやさしい心」に，この永遠に女性的なる

ものに無意識に導かれて彼の冒険と彷径を続

けるように，軍人，技術者，数学者という経

歴を後にしているウルリヒは，この大いなる

愛を今度は意識的に求め，この状態に参入し

たいと願い，この神秘的な魂の状態の研究と

その生体解剖を，特に小説の第二巻で続ける

のである。

　すでに『特性のない男』の内容に触れてい

るので，次にこの小説の上下二巻の特徴を述

べて終わることにする。第一巻では，その大

部分を占める第二部のタイトルr千遍一律の
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世」が示すように，作者ムシルも主人公ウル

リヒも，第一次世界大戦勃発前の一年間のウ

ィーンを舞台にして，この世は同じっまらぬ

ことしか起こらない，願わしいことは何一っ

起こらないと観じている。そして，rこの世

の矛盾，首尾一貫性のなさ，不完全さの原因

とその秘密のメカニズムを認識すること」を

任務としておのれに課すわけである。そして

この認識を土台にして，この世を，現実を変

えるためのさまざまな可能性を案出して，友

人とか，あるいは，ドイッに対抗して老大国

のオーストリアをどうすれば盛りあげること

ができるかを論じるサ・ンで，それを主張す

る。だが彼が要請するこれらの理念はいずれ

も現実との妥協を絶対に許さぬものなので，

当然受け入れられるところとならず，失敗に

終わる。しかしウルリヒの，この来るぺき頭

脳人のタイプの強烈な思考力によって，既存

の現実が相対化され浮かぴあがらせた時に，

その下から新鮮な可能性の息吹が読者に吹き

寄せてくる。この新鮮無垢な息吹こそ，第一

巻の命だと私は思う。

　第二巻では，タイトルのr千年王国へ」の

旅立ちが，換言すればr故郷を追われた大い

なる愛」が現在するところへの旅立ちが中心

的課題となる。人類の故郷であるr楽園」と

はせず，r千年王国」としたのは，ともに人類

の至福の願望図であろうが，後者の方が前向

きだからだろう。r人は迷いながら前進する」

のだから。無論これは精神の方向であるが。

第二巻の冒頭で，父の計報を受けて急ぎ夜汽

車で父の遺体の安置されている家に久し振り

に帰ったウルリヒは，長いことr忘れられて

いた妹」に再会する。地方のさる有名な教育

家の妻になっている彼女は，父の看病をする

名目で夫のもとを去ってきたが，実は離婚す

るつもりでいるのだ。作者のムシルはこの兄

妹を，心身ともによく似た愛し合う双子の兄

妹のように，巧まずに巧みに仕立てあげてゆ
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く。二人はウィーンの社交揚裡から身を引き

ウルリヒの屋敷に引き籠もり，神秘的な大い

なる愛，いわゆる神なき時代のmio　mystica

の世界へ入って行く。この兄妹相姦すれすれ

の道行きが，遺稿を含めて結局未完で終わる

第二巻で飽かず物語られるのだが，この二人

にしか見えないこの霊的状態を，ムシルはさ

まざまな語法を用いて現前させるのである。

この散文による詩的状態は説明できるもので

はない。読んで自分で体験し直すぺき状態な

のだ。ムシル自身日記に，r詩作は活動では

なくて状態だ。それゆえ……読書はこの状態

の伝達だ」と書き残している。

第132回1988年1月27日
　中国語形態素とその文字表記

　　一河野博士の所説を

　　　　　　手がかりに一

松本昭

1．　中国語表記の漢字は，抽象的に意味だけ

を表わす意味でのr表意文字」ではなく，原

則として具体的な一音節の語形と，それに連

合した意味とを同時に表わすr表語文字」で

あること。

2．漢字が語の音的要素と密接なかかわりを

持っものであることを，最も端的に示すも

のとして，全漢字の80～90％を占める譜声

（形声）文字の存在があげられる。

譜声（形声）文字の義符（形符）はその漢

字の表わす語（より正確には形態素）の意味

範疇を示し，声符はその漢字の表わす語（よ

り正確には形態素，例外的には形態素の一部

分）に該当する一音節の発音を暗示するもの

だから。

3，譜声文字の義符の機能に関連して興味あ

る事象の一っとして，本来一語であるものの

意味分化を明瞭にするために使われる揚合の

あること。＊支・枝・肢は，本来えだわかれ

したものを意味する一語であったのに，義符

木，月（肉）をそえて，枝，肢を生じた。＊

現代語の三人称代名詞taにおける他・地・

弛の使いわけなど，かつての日本語のrあな

た」の表記におけるr貴方」r貴女」の使い

わけなど連想される事象である。このほか，

＊籏・萱kui，＊涯・崖・厘ya，＊輝・暉

hui，＊暖・緩n磁nなど決して珍らしい例

とはいえない。河野博士の言をかりれば，

r語では区別されないものを字の差別によっ

て区別するということは，文字言語を音声言

語から遊離させる」もので，r口頭語では存

立し得ない魑しい同音異義語が文字上の識別

によって保たれるという古典文語の特異性を

現出せしめている」ことにもつながる。（広

韻，平声，東韻の徒紅切にある，童，憧，瞳，

麺などその見やすい例といえる。）

4．　ところが一方，明らかに発音が異なり，

同時に意味も異なる複数の語を全く同一の漢

字で表記する，一見上述の事象とは矛盾する

ような現象が古くから存在する。その多くは

声調分化にもとづき形成された派生語にかか

わるもののように思われる。

A．瓦w首　かわら→wa～をふく

　　冠guanかんむり→guan～をかぶる

　　泥ni　どろ→ni～をすりこむ

　　膏gao　あぶら→gao～をすりこむ

　　　（そのものとして機能させる動作）

B涼1iangつめたい→liangさます

C．

空k6ngあいている→k6ngあける

散s甑　ちらばっている。→sanち

　　　らす
泡pao　虚にしてゆるんだ状態→pao

　　　液体などにつけてpaoな状

　　　態にする

　（その状態にする動作・行為）

分fen　わける→f壱nとり分，限度

供g6ngそなえる，供給する→g6ng

　　　そなえもの
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　縫f6ng　ぬう→f6ngぬい目，あわせ

　　　　　目

　数sh丘かぞえる→sh自かず

　伝chuanったえる→zhuan伝記，記

　　　　　載されたるもの

　　（動作の結果，形成されるもの）

D．磨m6　摩擦する→m6うす

　量1iangはかる→1iangはかり（体積

　　　　　の）

　称ch6ng重さをはかる→ch6ng（秤）

　　　　　はかり（重量の）

　弾tan　はじく→d加たま，弾丸

　蔵cang　しまう，かくす→zangくら

　　（一般的動作を特殊に行う用具）

E，好h益o　よい→haoこのむ（よしと

　　　　　する）

　狼h6n　むごい，残忍な→hさn（恨）

　　　　　うらむ

　躁sao　尿又は鼻もちならぬ臭さの

　　　　形容→saoはじらう

　　（その状態に対した揚合自然にとる

　　心理的動作，あるいはその状態をそ

　　の状態として認定する心理的動作）

以上は現代語においても，4声化という語
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構成のプ・セスの設定可能な例であるが，こ

れは，中古以前にプロダクティヴであった去

声化のプ・セスの痕跡であると思われる。近

世以降，次第に強まる孤立語的言語から膠着

語的言語への傾向，とくに名詞構成の接尾辞

の生産力の増大のもとでは，使用頻度の高い

少数の語を例外として，多くは，枕失zh甑

touまくら→枕zh面まくらする，勇子jiゑn

ziはさみ→勢ji五nはさみで切る，蓋子gai

ziふた→蓋gaiふたをする，の如く，形態

素の語形としては，声調交替のプ・セスなし

というのが大勢となる。しかし意味的な構造

としては，上述した派生語形成の方向性（→

で示した）は依然とレて中国語の中に生きて

いると思われる。こういう意味的な構造の存

在こそが，上述のような文字使用のあり方を

可能ならしめたと考えられないであろうか。

因みに，背bさiせなか→beiせおう（措）

扇shanおおぎ→shanあおぐ，あおる

（揚・煽）のような逆形成（意味的には明

　らかに4声の側がベースであると思われ

　る）の揚合には派生形を表記する漢字には

義符をつけ加えたものが普通に用いられて

いるo


